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町 の 貯 金 １ ０ 億 円 超

一般会計  収入（歳入）合計
３５億１６１６万２７９４円

４
年
間
み
ん
な
で
取
り
組
ん
だ

行
財
政
構
造
改
革
プ
ラ
ン
の
成
果

会　計　名 収入（歳入） 支出（歳出） 差　引

一般会計 35億1616万2794円 34億9241万4442円 2374万8352円

国民健康保険事業
特別会計

2億2641万1924円 2億2545万7615円 95万4309円

簡易水道事業
特別会計

4億9200万985円 4億8744万2833円 455万8152円

後期高齢者医療
特別会計

5599万2482円 5575万6864円 23万5618円

※平成23年度決算認定は、委員会の審査結果を12月定例会で報告・審議し、本
　会議で認定可決しています。（詳細は６ページ）

平成23年度各会計収支（歳入・歳出）一覧表

平成23年度
決算審査

自主
財源依

財

存

源

収入
（歳入）

町税
２億7961万6373円

繰越金　4460万277円

使用料及び手数料
7002万1724円

諸収入　7163万576円
その他の収入　2364万2548円

地方交付税
18億8939万9000円

国庫支出金
４億1851万1934円

道支出金
１億4749万3247円

借入金（町債）
４億7598万3000円

その他の交付金　9526万4115円
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町 の 貯 金 １ ０ 億 円 超
議会費
5842万3618円

総務費
３億9752万3006円

民生費
５億9206万9645円

衛生費
４億8424万3030円

農林水産業費
１億6857万3560円

土木費
４億9040万174円

消防費
１億6491万1676円

教育費
２億2739万2155円

返済金（公債費）
７億179万8168円

諸支出金　１億5148万1687円
その他　　　　5559万7723円

支出
（歳出）

平成19年度

平成20年度

平成21年度

平成22年度

平成23年度 ３９億７８１１万円

４１億３２３２万円

４５億２０９７万円

４９億１９６２万円

５３億４８６９万円

◆借入金（町債）残高の推移〈一般会計〉

一般会計  支出（歳出）合計
３４億９２４１万４４４２円

収

町支貯

平
成
23
年
度
の
決
算
を

審
議
す
る
た
め
、
特

別
委
員
会
（
上
村
委
員
長
）

を
設
置
し
、
一
般
会
計
及
び

国
保
・
簡
水
・
後
期
高
齢
者

医
療
の
３
特
別
会
計
を
４
日

間
に
わ
た
り
、
慎
重
に
審
査

し
た
結
果
、
す
べ
て
の
会
計

を
『
認
定
す
べ
き
も
の
』
と

決
定
し
ま
し
た
。

一
般
会
計
の
収
入
（
歳

入
）
合
計
額
は
、
前

年
度
比
６
・
６
％
増
の
35
億

１
６
１
６
万
２
７
９
４
円
、

支
出
（
歳
出
）
合
計
額
は
、

前
年
度
比
７
・
３
％
増
の
34

億
９
２
４
１
万
４
４
４
２
円

と
な
り
ま
し
た
。

入
（
歳
入
）
の
53
・

７
％
を
占
め
る
地
方

交
付
税
は
、
前
年
度
比
１
・

７
％
減
の
18
億
８
９
３
９
万

９
０
０
０
円
と
数
年
ぶ
り
に

減
額
措
置
さ
れ
た
一
方
で
、

各
種
交
付
金
を
含
め
た
国
庫

支
出
金
が
前
年
度
対
比
27
・

７
％
増
の
４
億
１
８
５
１
万

１
９
３
４
円
と
大
幅
に
増
額

さ
れ
ま
し
た
。

税
収
入
は
、
前
年
度

比
４
・
７
％
増
の
２

億
７
９
６
１
万
６
３
７
３
円

と
な
り
ま
し
た
。

　

前
年
度
と
比
較
す
る
と
、

徴
収
率
は
改
善
傾
向
に
あ
り

ま
す
が
、
未い

ま

だ
約
６
４
８
万

円
も
の
収
入
未
済
が
あ
り
ま

す
。

出
（
歳
出
）
で
は
、

ぎ
ん
れ
い
36
・
Ａ
棟

の
建
設
工
事
や
ク
リ
ー
ン
セ

ン
タ
ー
新
処
分
場
建
設
、
野

菜
ハ
ウ
ス
導
入
事
業
な
ど
が

計
画
ど
お
り
実
施
さ
れ
ま
し

た
。

金
（
基
金
）
は
全
体

で
前
年
度
比
16
・
５

％
増
の
10
億
７
６
１
４
万
円

と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
町
民
と
町
が
一

体
と
な
っ
て
、
将
来
の
た
め

に
取
り
組
ん
だ
行
財
政
構
造

改
革
プ
ラ
ン
（
平
成
20
～
23

年
度
）
の
成
果
で
あ
り
、
各

種
財
政
指
標
も
大
き
く
改
善

さ
れ
ま
し
た
。

平成19年度

平成20年度

平成21年度

平成22年度

平成23年度

　４億１３８５万円

　５億１９２９万円

７億１１０３万円

９億２３２０万円

１０億７６１４万円

◆貯金（基金）残高の推移〈一般会計〉

　　　　平成19年度の貯金（基金）は約４億円で

　　　　したが、平成20年度から行革プランを実

施し、プラン終了年の平成23年度には約10億円の

貯金（基金）となりました。

　　　　平成19年度に約53億円あった借入金（町

　　　　債）ですが、５年間で約14億円を減額す

ることができました。
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徹底審査
決算委員会質疑

ここでは、各会計決算特別委員会で
行われた質疑を要約してお知らせし
ます。

　
　
　
　
　

23
年
度
末
の

最
終
受
診
率
は
乳
が
ん
検

診
が
25
・
４
％
、
子
宮
が

ん
検
診
が
29
・
８
％
で
、

前
年
度
よ
り
受
診
率
は
ア

ッ
プ
し
て
い
る
。

　
　
　
　

ク
ー
ポ
ン
券
を

利
用
し
て
の
が
ん
検
診
は

医
療
機
関
も
拡
大
さ
れ
、

受
診
し
や
す
く
な
っ
た
と

考
え
る
が
、
23
年
度
の
受

診
率
は
。

保
健
係
長

住 

吉 受
診
率
は
上
が
っ
た
の
か

が
ん
検
診
ク
ー
ポ
ン

衛生費

　
　
　
　

生
活
予
防
・
生

活
支
援
事
業
の
外
出
支
援

運
転
手
賃
金
の
算
出
方
法

は
。

　
　
　
　
　

利
用
者
を
送

っ
て
一
度
戻
り
、
そ
し
て

ま
た
迎
え
に
行
く
ま
で
の

時
間
で
計
算
し
て
い
る
。

　
　
　
　

本
来
で
あ
れ
ば

１
日
単
位
の
賃
金
で
行
う

仕
事
と
考
え
る
。
こ
の
よ

う
な
賃
金
の
算
出
方
法
だ

と
、
い
ず
れ
運
転
手
が
い

横 

関 運
転
手
賃
金
の
算
出
方
法

外
出
支
援
サ
ー
ビ
ス

民生費

な
く
な
る
と
考
え
る
が
、

町
の
見
解
は
。

　
　
　
　

外
出
支
援
サ
ー

ビ
ス
は
、
町
の
委
託
事
業

の
他
に
社
協
で
実
施
し
て

い
る
事
業
所
分
の
有
償
運

送
が
あ
る
。
町
の
委
託
分

だ
け
で
な
く
、
社
協
の
事

業
所
と
し
て
本
来
の
事
業

も
あ
る
の
で
、
そ
の
辺
の

兼
ね
合
い
を
見
な
が
ら
進

め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
考
え
て
い
る
。

副
町
長

ほ
け
ん
課
長

横 
関

　
　
　
　
　

過
去
の
経
緯

か
ら
、
面
積
や
墓
碑
の
管

理
数
な
ど
を
勘
案
し
て
算

出
し
て
い
る
。

　
　
　
　

町
管
理
の
墓
地

が
５
か
所
あ
り
、
仁
木
墓

地
だ
け
他
と
比
べ
管
理
料

が
高
い
が
、
こ
の
管
理
料

の
算
定
基
準
は
。

山 

下

住
民
課
長

管
理
料
の
算
定
基
準
は

町
墓
地
管
理
料

衛生費

　
　
　
　

パ
ソ
コ
ン
購
入

に
関
し
て
、
本
町
に
は
現

在
何
台
あ
っ
て
、
耐
用
年

数
は
。
ま
た
、
将
来
的
な

運
用
方
法
は
。

　
　
　
　
　

パ
ソ
コ
ン
は

行
政
シ
ス
テ
ム
で
78
台
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
系
で
43

台
あ
り
、
本
来
で
あ
れ
ば

５
年
程
度
で
更
新
を
か
け

た
い
と
考
え
て
い
る
。

住 

吉 将
来
的
な
運
用
方
法
は

役
場
行
政
シ
ス
テ
ム
Ｐ
Ｃ

総務費企
画
課
主
幹

　

し
か
し
、
本
町
で
は
、

今
の
と
こ
ろ
８
年
か
ら
９

年
を
考
え
て
お
り
、
壊
れ

た
部
品
を
取
っ
て
違
う
パ

ソ
コ
ン
に
付
け
た
り
ハ
ー

ド
デ
ィ
ス
ク
を
交
換
し
、

そ
の
ま
ま
使
用
す
る
と
い

う
運
用
方
法
で
、
年
５
台

ぐ
ら
い
を
考
え
て
い
る
。

平成23年度決算
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町
道
６
番
線
の

敷
地
確
定
測
量
、
こ
れ
は

起
点
か
ら
終
点
ま
で
な
の

か
。
ま
た
、
今
後
も
各
路

線
の
敷
地
確
定
測
量
を
随

時
実
施
す
る
の
か
。

　
　
　
　
　

町
道
中
線
か

ら
町
道
裏
線
の
敷
地
確
定

測
量
で
、
こ
れ
ま
で
敷
地

が
明
確
で
な
い
部
分
等
に

横 

関
土
木
係
長

　
　
　
　

ふ
れ
あ
い
遊
ト

ピ
ア
公
園
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ

場
に
つ
い
て
、
Ｃ
コ
ー
ス

７
番
の
グ
リ
ー
ン
手
前
で

水
が
噴
出
し
て
い
る
が
、

な
ぜ
改
修
し
な
い
の
か
。

企
画
課
長

山 

下

　
　
　
　

小
学
校
グ
ラ
ウ

ン
ド
の
水
は
け
が
悪
す
ぎ

る
。
１
日
中
雨
が
降
っ
た

ら
３
日
間
使
え
な
い
。
改

善
方
法
は
何
か
考
え
て
い

る
の
か
。

　
　
　
　

学
校
か
ら
も
強

雨
の
あ
と
２
～
３
日
使
用

で
き
な
い
と
い
う
話
は
聞

い
て
い
る
。
現
在
、
改
善

方
法
を
検
討
中
で
あ
る
。

教
育
長

林

　
　
　
　
　

こ
の
事
業
で

伐
採
・
植
林
し
た
面
積
は

23
・
16
㌶
で
、
現
地
確
認

は
行
っ
て
い
る
。

農
村
整
備
係
長

　
　
　
　

銀
山
地
区
の
森

林
は
、
伐
採
等
で
少
な
く

な
っ
て
い
る
。
未
来
に
つ

な
ぐ
森
づ
く
り
事
業
で
伐

採
・
植
林
し
た
面
積
は
。

ま
た
、
現
地
確
認
は
。

嶋 

田 伐
採
・
植
林
し
た
面
積
は

未
来
に
つ
な
ぐ
森
づ
く
り
事
業

農林水産業費

　
　
　
　

融
雪
促
進
特
別

対
策
事
業
で
、
積
雪
量
の

基
準
は
あ
る
の
か
。　
　

　
　
　
　
　

降
雪
状
況
で

判
断
し
実
施
し
て
い
る
。

今
後
は
、
３
月
上
旬
の
時

点
で
積
雪
量
が
１
ｍ
を
超

え
る
状
況
を
基
準
に
考
え

て
い
き
た
い
。

横 

関
農
政
課
長

積
雪
量
の
判
断
基
準
は

融
雪
促
進
特
別
対
策
事
業

農林水産業費

　
　
　
　

さ
く
ら
ん
ぼ
フ

ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
10
周
年

記
念
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し

た
が
、
ど
の
く
ら
い
の
効

果
が
あ
っ
た
の
か
。

　
　
　
　
　

23
年
度
の
入

場
者
は
１
万
２
０
０
０
人

で
、
前
年
度
と
比
べ
、
約

50
％
近
く
上
回
っ
た
こ
と

か
ら
、
イ
ベ
ン
ト
の
効
果

は
あ
っ
た
と
考
え
る
。

企
画
課
長

嶋 

田

記
念
イ
ベ
ン
ト
の
効
果
は

さ
く
ら
ん
ぼ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

商工費

水
は
け
の
改
善
方
法
は

小
学
校
の
グ
ラ
ウ
ン
ド

教育費

Ｃ
コ
ー
ス
７
番
の
改
修
を

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場

土木費

各
路
線
を
測
量
す
る
の
か

町
道
敷
地
確
定
測
量

土木費

つ
い
て
、
各
地
権
者
か
ら

話
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、

そ
の
部
分
を
調
査
し
た
も

の
で
あ
る
。

　

ま
た
、
敷
地
が
明
確
で

な
い
と
い
う
声
が
あ
れ
ば

現
地
確
認
、
地
籍
図
等
の

内
容
を
確
認
し
、
そ
の
段

階
に
て
対
応
し
て
い
き
た

い
。

　
　
　
　
　

公
認
コ
ー
ス

検
定
時
に
Ｃ
コ
ー
ス
７
番

を
改
善
す
る
よ
う
指
摘
を

受
け
た
こ
と
か
ら
、
改
修

に
向
け
検
討
す
る
。
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す
べ
て
の
会
計
を
認
定

平
成
23
年
度
決
算

　第４回定例会は、12月19日に開会し、同日に閉会しました。
　町からは、一般会計補正予算の専決処分、補正予算、条例制定・改正、道路認定、規
約変更が上程され、すべての議案を可決しました。
　また、委員会提出議案として条例改正、規則改正、議員提出議案として意見書を提出
し、すべて可決しました。
　なお、第３回定例会で付託された平成23年度各会計の決算認定について、各会計決算
特別委員会審査報告書が提出され、本会議において採決した結果、すべての会計を認定
しました。（関連記事２～５ページ）
　一般質問では、３名の議員が障がい者福祉、環境施策、防災施策について、考えを問
いただしました。

専
決
処
分

ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療

費
給
付
費
を
増
額

　

11
月
支
払
分
及
び
今
後
の

見
込
額
を
含
め
た
ひ
と
り
親

家
庭
等
医
療
費
給
付
費
、
臨

時
職
員
採
用
に
伴
う
経
費
の

増
額
補
正
（
専
決
処
分
）
が

平成24年
第４回定例会

決
算
認
定

　

平
成
24
年
第
３
回
定
例
会

に
お
い
て
付
託
さ
れ
た
、
平

成
23
年
度
各
会
計
決
算
認
定

に
係
る
審
査
報
告
書
が
、
各

会
計
決
算
特
別
委
員
会
・
上

村
智
恵
子
委
員
長
よ
り
報
告

さ
れ
ま
し
た
。

　

委
員
長
報
告
※

の
後
、
一

括
し
て
質
疑
を
行
い
、
会
計

ご
と
に
討
論
・
採
決
を
し
た

結
果
、
す
べ
て
の
会
計
を
全

員
賛
成
で
認
定
し
ま
し
た
。

提
案
さ
れ
、
審
議
・
採
決
の

結
果
、
全
員
賛
成
で
承
認
し

ま
し
た
。

衆
議
院
議
員
総
選
挙
に

係
る
事
務
費
を
増
額

　

平
成
24
年
12
月
16
日
執
行

の
衆
議
院
議
員
総
選
挙
及
び

最
高
裁
判
所
裁
判
官
国
民
審

査
に
係
る
選
挙
事
務
費
（
報

酬
、
賃
金
、
消
耗
品
費
、
印

刷
製
本
費
、
郵
便
料
、
ポ
ス

タ
ー
掲
示
場
設
置
・
撤
去
委

託
料
、
備
品
購
入
費
な
ど
）

の
増
額
補
正
（
専
決
処
分
）

が
提
案
さ
れ
、
審
議
・
採
決

の
結
果
、
全
員
賛
成
で
承
認

し
ま
し
た
。

平成23年度に完成した町営住宅ぎんれい36・Ａ棟（銀山地区）

委員長報告
　一般会計において、墓地の維持管理、

イベント補助金の効果、ふれあい遊トピ

ア公園パークゴルフ場の維持管理、町営

住宅ガス警報機更新の取り扱い、小・中

学生の学力・運動能力向上に向けた取り

組み、町有遊休地の有効活用及び町有林

の管理状況などの質疑（確認）はあった

が、討論はなく、採決の結果、全員賛成

により「認定すべきもの」と決定した。

　また、特別会計においては、質疑、討

論ともになく、採決の結果、すべての特

別会計を全員賛成により「認定すべきも

の」と決定した。
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補
正
予
算

条
例
改
正

・一般会計（５回目の補正）※専決処分
1000円 増 33億7474万円

・一般会計（６回目の補正）※専決処分
398万9000円 増 33億7872万9000円

・一般会計（７回目の補正）
1270万円 増 33億9142万9000円

・国民健康保険事業特別会計（３回目の補正）
1330万5000円 増 2億4705万2000円

・簡易水道事業特別会計（３回目の補正）
616万6000円 減 9億8265万8000円

・後期高齢者医療特別会計（３回目の補正）
18万円 増 6250万2000円

補 正 額 予 算 総 額

平成24年度会計　補正の結果

　

一
般
会
計
予
算
は
、
障
害

者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
費
等
支
弁

経
費
、
国
民
年
金
シ
ス
テ
ム

プ
ロ
グ
ラ
ム
修
正
費
、
余
市

協
会
病
院
救
急
医
療
体
制
維

持
補
助
金
な
ど
の
増
額
補
正

が
提
案
さ
れ
、
審
議
・
採
決

の
結
果
、
全
員
賛
成
で
可
決

し
ま
し
た
。

　

国
保
特
別
会
計
予
算
は
、

後
志
広
域
連
合
負
担
金
な
ど

の
増
額
補
正
が
提
案
さ
れ
、

審
議
・
採
決
の
結
果
、
全
員

賛
成
で
可
決
し
ま
し
た
。

　

簡
水
特
別
会
計
予
算
は
、

保
守
点
検
等
の
委
託
料
な
ど

の
執
行
残
に
よ
る
減
額
補
正

が
提
案
さ
れ
、
審
議
・
採
決

の
結
果
、
全
員
賛
成
で
可
決

し
ま
し
た
。

　

後
期
高
齢
者
特
会
予
算
は

高
齢
者
医
療
制
度
円
滑
運
営

臨
時
特
例
交
付
金
事
業
の
実

施
に
伴
う
増
額
補
正
が
そ
れ

ぞ
れ
提
案
さ
れ
、
審
議
・
採

決
の
結
果
、
全
員
賛
成
で
可

決
し
ま
し
た
。

三浦町長の

行政報告

余
市
協
会
病
院
に
対
し

今
年
も
財
政
支
援

　

町
営
住
宅
管
理
条
例
の
一

部
改
正
が
提
案
さ
れ
、
審
議

採
決
の
結
果
、
全
員
賛
成
で

可
決
し
ま
し
た
。

　

主
な
改
正
点
は
、
地
域
主

権
一
括
法
に
よ
り
、
入
居
に

関
す
る
収
入
基
準
を
町
の
条

例
で
定
め
る
も
の
で
す
。

　

な
お
、
子
育
て
世
帯
の
経

済
的
負
担
の
軽
減
を
図
る
た

め
、
義
務
教
育
の
子
の
い
る

世
帯
の
収
入
基
準
を
緩
和
す

る
よ
う
、
併
せ
て
施
行
規
則

を
改
正
し
て
い
ま
す
。

子
育
て
世
帯
の
収
入
基

準
を
緩
和

　

10
月
19
日
に
開
催
さ
れ
た
北
海
道
防
災
会
議
原
子
力
防
災
対
策
部
会
専
門
委
員
会
に
オ
ブ
ザ

ー
バ
ー
と
し
て
出
席
し
ま
し
た
。
原
子
力
防
災
計
画
編
の
修
正
に
つ
い
て
、
避
難
の
長
期
化
を

想
定
し
、
旅
館
又
は
ホ
テ
ル
等
を
避
難
場
所
と
し
て
活
用
す
る
こ
と
や
避
難
の
手
段
に
自
家
用

車
を
利
用
す
る
こ
と
な
ど
を
議
論
し
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
本
町
は
札
幌
市
大
通
に
あ
る
ホ
テ

ル
等
が
避
難
場
所
と
な
る
案
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

今期で勇退
一般質問中に突然の表明

　第４回定例会の山下議員の一般質
問中に、三浦町長が「任期満了をも
って後進に道を譲りたい」と勇退を
表明しました。
　一般質問中の勇退表明であったた
め、理由について多くは語りません
でしたが、突然の表明に驚きを隠せ
ませんでした。（関連記事11ページ）

町
道
認
定

　

町
道
認
定
（
銀ぎ

ん
れ
い嶺

１
号
線

及
び
銀
嶺
２
号
線
）
が
提
案

さ
れ
、
審
議
・
採
決
の
結
果

２
路
線
を
全
員
賛
成
で
可
決

し
ま
し
た
。

ぎ
ん
れ
い
36
前
の
道
路

を
町
道
に
認
定

路線名
起　　　点

延　長
終　　　点

銀嶺

１号線

銀山３丁目１番１地先
176.87ｍ

銀山２丁目459番１地先

銀嶺

２号線

銀山２丁目459番１地先
132.32ｍ

銀山２丁目448番地先

三浦町長
◆
道
が
原
子
力
防
災
計
画
編
の
修
正
案
を
提
示

　

余
市
協
会
病
院
か
ら
救
急
医
療
に
対
す
る
財
政
支
援
の
要
請
が
あ
り
ま
し
た
。
医
療
を
取
り

巻
く
環
境
は
、
医
師
及
び
看
護
師
等
の
偏
在
（
都
市
集
中
型
）
が
未い

ま

だ
改
善
さ
れ
て
い
な
い
の

が
現
状
で
す
。

　

病
院
の
平
成
23
年
度
決
算
で
は
、
経
営
努
力
な
ど
に
よ
り
、
約
７
２
０
０
万
円
の
黒
字
経
営

と
な
り
ま
し
た
が
、
救
急
医
療
部
門
で
約
２
５
０
０
万
円
の
赤
字
額
が
計
上
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
北
後
志
地
域
保
健
医
療
対
策
協
議
会
に
お
い
て
、
北
後
志
５
町
村
で
財
政

支
援
を
す
る
こ
と
に
決
定
し
、
負
担
割
合
は
患
者
数
に
よ
る
実
績
割
で
、
本
町
の
負
担
額
は
約

２
６
５
万
円
と
算
出
さ
れ
ま
し
た
。 救

急
医
療
に
対
す
る

財
政
支
援
の
要
請
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そ
の
他
の
意
見
書

◇
患
者
数
が
特
に
少
な
い
希

　

少
疾
病
用
医
薬
品
（
ウ
ル

　

ト
ラ
・
オ
ー
フ
ァ
ン
ド
ラ

　

ッ
グ
）
の
開
発
促
進
・
支

　

援
の
た
め
の
法
整
備
等
を

　

求
め
る
意
見
書

　
提
出
議
員　

住
吉　

英
子

　
賛
成
議
員　

大
野　

雅
義

全
員
賛
成
で
可
決

　

産
業
全
体
に
お
け
る
雇
用

創
出
策
の
集
中
的
実
施
、
正

規
・
非
正
規
の
処
遇
格
差
解

消
、
非
正
規
で
も
一
定
の
生

活
が
で
き
る
よ
う
な
仕
組
み

の
構
築
、
仕
事
・
家
庭
・
育

児
を
持
続
可
能
と
す
る
環
境

づ
く
り
の
推
進
な
ど
を
要
望

す
る
も
の
で
、
審
議
・
採
決

の
結
果
、
全
員
賛
成
で
可
決

し
、
関
係
機
関
に
提
出
し
ま

し
た
。

意

見

書

◇
次
代
を
担
う
若
者
世
代
支

　

援
策
を
求
め
る
意
見
書

　
提
出
議
員　

住
吉　

英
子

　
賛
成
議
員　

嶋
田　
　

茂

◇
防
災
・
減
災
体
制
再
構
築

　

推
進
基
本
法
（
防
災
・
減

　

災
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
基
本

　

法
）
の
制
定
を
求
め
る
意

　

見
書

　
提
出
議
員　

住
吉　

英
子

　
賛
成
議
員　

横
関　

一
雄

全
員
賛
成
で
可
決

◇
メ
タ
ン
ハ
イ
ド
レ
ー
ト
の

　

実
用
化
を
求
め
る
意
見
書

　
提
出
議
員　

住
吉　

英
子

　
賛
成
議
員　

大
野　

雅
義

全
員
賛
成
で
可
決

町
政
の
そ
こ
が
聞
き
た
い

一般質問

そ
の
他
の
議
案

▼
条
例
制
定

◇
町
が
設
置
す
る
一
般
廃
棄

　

物
処
理
施
設
に
置
く
技
術

　

管
理
者
の
資
格
基
準
を
定

　

め
る
条
例
の
制
定

全
員
賛
成
で
可
決

◇
水
道
事
業
の
布
設
工
事
監

　

督
者
及
び
水
道
技
術
管
理

　

者
の
資
格
基
準
を
定
め
る

　

条
例
の
制
定

全
員
賛
成
で
可
決

若者世代への支援策を要望

▼
条
例
改
正

◇
防
災
会
議
条
例
の
一
部
改

　

正

全
員
賛
成
で
可
決

◆
仁
木
町
議
会
委
員
会
条
例

　

の
一
部
改
正

　
　

◇
提
出
者

　
　
　

議
会
運
営
委
員
会

委
員
長　

山
下 

敏
二

全
員
賛
成
で
可
決

▼
規
則
改
正

◆
仁
木
町
議
会
会
議
規
則
の

　

一
部
改
正

　
　

◇
提
出
者

　
　
　

議
会
運
営
委
員
会

委
員
長　

山
下 

敏
二

全
員
賛
成
で
可
決

成人おめでとう！（平成25年成人式）
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町
政
の
そ
こ
が
聞
き
た
い

一 

般 

質 

問　
　

上 

村 

議 

員

バス事業者に要請をしていく町長

精神障がい者にも運賃割引を
障害者手帳の制度を平等に！

障
が
い
者
福
祉上村智恵子 議員

①
積
極
的
な
医

学
的
治
療
を
必

町
長

①
本
町
の
障
が

い
者
福
祉
計
画

上
村

の
中
で
、
〈
精
神
障
が
い
者

の
退
院
の
促
進
〉
と
い
う
事

項
が
あ
る
が
、
具
体
的
に
ど

う
推
進
し
て
い
く
の
か
。

②
身
体
障
害
者
手
帳
及
び
療

育
手
帳
に
は
、
各
交
通
機
関

の
運
賃
割
引
制
度
が
あ
る
が

平
成
18
年
４
月
に
施
行
さ
れ

た
障
害
者
自
立
支
援
法
に
お

い
て
、
身
体
・
知
的
・
精
神

の
３
障
が
い
を
一
元
化
し
た

に
も
関
わ
ら
ず
、
精
神
障
害

者
保
健
福
祉
手
帳
は
運
賃
割

引
の
制
度
対
象
と
な
っ
て
い

な
い
。
平
成
24
年
７
月
に
国

土
交
通
省
の
一
般
乗
合
旅
客

自
動
車
運
送
事
業
標
準
約や

っ

款か
ん

が
一
部
改
定
に
な
り
、
割
引

制
度
の
対
象
に
精
神
障
害
者

保
健
福
祉
手
帳
も
対
象
に
な

っ
た
と
聞
い
た
が
、
町
内
を

走
る
交
通
機
関
に
も
適
用
さ

れ
る
の
か
。

要
と
し
な
い
退
院
が
可
能
な

方
に
対
し
、
社
会
生
活
を
送

る
た
め
の
日
常
生
活
訓
練
を

行
う
こ
と
で
、
精
神
障
が
い

の
あ
る
方
の
社
会
的
自
立
を

促
進
す
る
。
現
在
、
地
域
で

生
活
す
る
た
め
に
必
要
な
条

件
整
備
に
つ
い
て
、
し
り
べ

し
圏
域
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー

と
検
討
を
重
ね
て
い
る
。

②
現
在
、
町
内
を
運
行
し
て

い
る
バ
ス
は
、
独
自
の
運
送

約
款
を
作
成
し
て
お
り
、
中

央
バ
ス
に
は
精
神
障
が
い
者

割
引
の
規
定
が
な
く
、
ニ
セ

コ
バ
ス
に
は
規
定
は
あ
る
も

の
の
、
通
常
の
路
線
バ
ス
に

は
適
用
し
て
い
な
い
と
の
こ

と
で
あ
る
。

上
村

こ
の
制
度
を
実

施
し
て
い
る
バ

町
長

上
村

町
長

あゆむ倶楽部参加者の作品（仁木町文化祭）

ス
事
業
者
も
あ
る
が
、
義
務

化
さ
れ
て
い
な
い
。
制
度
を

を
自
治
体
や
事
業
者
の
判
断

に
任
せ
た
ま
ま
で
は
、
地
域

間
格
差
が
生
ま
れ
る
と
考
え

る
。
町
と
し
て
、
バ
ス
事
業

者
に
要
請
で
き
な
い
の
か
。

こ
の
度
の
質
問

で
、
運
賃
割
引

制
度
を
再
認
識
し
た
こ
と
か

ら
、
今
後
、
町
と
し
て
バ
ス

事
業
者
に
対
し
、
要
請
を
し

て
い
く
。

バ
ス
運
賃
は
都

会
と
違
い
、
負

担
が
大
き
い
。
月
１
回
の
あ

ゆ
む
倶
楽
部
※
に
参
加
す
る

の
に
も
バ
ス
運
賃
が
負
担
と

な
る
の
で
何
と
か
し
て
ほ
し

い
と
の
声
を
聞
い
て
い
る
。

町
独
自
の
助
成
は
考
え
て
い

な
い
の
か
。

障
が
い
者
に
対

す
る
助
成
制
度

等
に
つ
い
て
は
、
国
や
道
の

制
度
で
運
用
さ
れ
て
い
る
と

理
解
し
て
い
る
。
バ
ス
事
業

者
に
対
し
、
一
歩
踏
み
込
ん

だ
要
請
を
し
て
い
く
考
え
は

あ
る
が
、
町
独
自
の
助
成
に

つ
い
て
は
、
今
の
と
こ
ろ
考

え
て
い
な
い
。

※
あ
ゆ
む
倶
楽
部
…
町
が
実
施
し
て
い
る
社
会
復
帰
学
級
の
通
称
。
精
神
障
が
い
の
回
復

途
上
に
あ
る
者
に
対
し
、
グ
ル
ー
プ
活
動
を
通
し
て
生
活
意
欲
が
持
て
る
よ
う
対
人
関
係

を
拡
大
し
、
協
調
性
、
社
会
性
の
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、
家
庭
生
活
や
社
会
生
活
に
適

応
、
維
持
す
る
た
め
の
援
助
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

項　　　目 身体 知的 精神 制度の主な概要

ＪＲ旅客運賃割引制度 ○ ○
身体障害者手帳又は療育手帳の交付を受けている
方が単独又は介護者とともにＪＲ各社の鉄道及び
船を利用した場合。割引率は50％。

航空運賃割引 ○ ○
12歳以上で身体障害者手帳又は療育手帳の交付を
受けている方が航空機を利用する場合。割引率は
各航空会社及び路線により異なる。

タクシー料金割引 ○ ○ △
身体障害者手帳又は療育手帳の交付を受けている
方がタクシーを利用する場合。割引率は10％。
※ただし、精神障害者保健福祉手帳の交付を受け
ている方の割引等は、各社で異なる。

バス運賃割引 ○ ○ △
身体障害者手帳又は療育手帳の交付を受けている
方がバスを利用する場合。割引率は50％。
※精神障害者保健福祉手帳の交付を受けている方
の割引等は、各社で異なる。

有料道路料金割引 ○ ○
身体障がい者本人が自動車を運転する場合及び重
度（第１種）の身体障がい者又は知的障がい者が
同乗している場合。割引率は50％。

表：障がい者に関する公共交通の運賃割引制度
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フ
ル
ー
ツ
パ
ー

ク
に
き
は
、
指

町
長

大
野

定
管
理
者
制
度
で
運
営
し
、

年
間
約
３
０
０
０
万
円
の
指

定
管
理
料
が
掛
か
る
こ
と
か

ら
、
町
の
大
き
な
負
担
と
な

っ
て
い
る
が
、
多
く
の
観
光

客
を
導
く
大
切
な
施
設
と
考

え
る
。

　

６
月
に
総
務
経
済
常
任
委

員
会
に
お
い
て
、
自
然
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
研
修
視
察
を
行
っ

た
が
、
山
梨
県
都つ

留る

市
の
小

現時点では難しいが、前向きに考える町長

環
境
施
策

小水力発電施設の導入を
自然エネルギーの活用！

大野　雅義 議員

町
政
の
そ
こ
が
聞
き
た
い

一 

般 

質 

問　
　

大 

野 

議 

員

水
力
発
電
事
業
で
は
、
発
電

し
た
電
力
を
市
役
所
で
使
用

し
、
電
気
料
の
節
減
を
図
っ

て
い
た
。

　

現
在
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
活
用
が
求
め
ら
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
小
水
力
発
電
施

設
を
設
置
し
、
発
電
し
た
電

力
を
フ
ル
ー
ツ
パ
ー
ク
で
使

用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
経
費

削
減
が
図
ら
れ
る
と
考
え
る

が
、
町
長
の
見
解
は
。

中
の
川
を
管
理

し
て
い
る
北
海

家
かちゅうがわ

中川小水力市民発電所・元気くん１号（山梨県都留市）

道
に
照
会
し
た
と
こ
ろ
、
河

川
本
流
内
に
小
水
力
発
電
の

装
置
を
設
置
す
る
こ
と
は
、

河
川
の
断
面
を
阻
害
す
る
お

そ
れ
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
の

で
、
水
利
用
の
許
可
は
難
し

い
が
、
河
川
の
水
利
用
に
際

し
、
本
流
の
外
に
小
水
力
発

電
の
装
置
を
設
置
す
る
場
合

は
、
河
川
の
断
面
を
阻
害
す

る
こ
と
は
な
い
の
で
、
水
利

用
の
許
可
が
受
け
や
す
い
の

で
は
な
い
か
と
の
こ
と
で
あ

っ
た
。

　

小
水
力
発
電
施
設
に
つ
い

て
は
、
現
時
点
で
導
入
す
る

の
は
難
し
い
と
判
断
し
て
い

る
が
、
今
後
に
お
い
て
設
置

に
対
す
る
財
政
措
置
等
を
含

め
、
よ
り
良
い
電
力
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
調
査
・
研
究
を
進
め

て
い
く
。

フ
ル
ー
ツ
パ
ー

ク
は
、
本
町
の

大
野

指
定
避
難
場
所
で
も
あ
る
の

で
、
万
が
一
の
こ
と
を
考
え

る
と
、
電
力
を
補
う
施
設
を

設
置
す
る
必
要
性
が
あ
る
。

小
水
力
発
電
に
限
ら
ず
、
発

電
方
法
は
種
々
あ
る
の
で
、

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
を

本
町
で
も
前
向
き
に
検
討
し

て
ほ
し
い
と
考
え
る
が
、
町

長
の
見
解
は
。指

定
避
難
場
所

の
フ
ル
ー
ツ
パ

町
長

ー
ク
に
は
、
有
事
の
際
の
発

電
施
設
を
設
置
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
考
え
る
。

　

ま
た
、
山
梨
県
都
留
市
に

お
い
て
実
施
し
た
研
修
視
察

の
復
命
書
を
読
ま
せ
て
も
ら

っ
た
が
、
市
民
と
と
も
に
取

り
組
ん
で
小
水
力
発
電
を
実

施
し
た
こ
と
に
刺
激
を
受
け

た
。
私
も
前
向
き
に
考
え
て

い
き
た
い
。

農村公園フルーツパークにき（東町）
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町
政
の
そ
こ
が
聞
き
た
い

一 

般 

質 

問　
　

山 

下 

議 

員

防災施策

東
日
本
大
震
災
で
学
ん
だ
教
訓
！

平
成
25
年
度
か
ら
計
画
ど
お
り
整
備
す
る

町
長

山下　敏二 議員

東
日
本
大
震
災

は
、
巨
大
津
波

山
下

等
に
よ
り
、
死
者
・
行
方
不

明
者
１
万
人
以
上
と
い
う
未み

曾ぞ

う有
の
大
震
災
で
あ
っ
た
。

多
く
の
市
町
村
で
は
、
防
災

行
政
無
線
で
避
難
し
た
方
も

多
く
、
無
線
で
助
か
っ
た
と

の
話
で
あ
っ
た
。

　

本
町
は
、
泊
発
電
所
か
ら

直
線
で
12
㎞
、
役
場
庁
舎
は

25
㎞
の
位
置
に
あ
り
、
海
抜

は
役
場
庁
舎
で
８
・
４
ｍ
、

北
町
12
丁
目
の
低
地
で
１
・

８
ｍ
と
、
い
ず
れ
も
低
地
で

防
災
行
政
無
線
の
早
急
な
整
備
を

あ
る
こ
と
か
ら
、
８
月
30
日

に
洪
水
を
想
定
し
た
地
域
防

災
訓
練
が
実
施
さ
れ
た
が
、

参
加
者
か
ら
広
報
車
や
消
防

無
線
に
よ
る
避
難
指
示
等
の

音
声
が
聴
き
取
れ
な
か
っ
た

と
の
意
見
が
あ
っ
た
。

　

避
難
指
示
等
を
的
確
に
周

知
す
る
に
は
各
家
庭
に
設
置

す
る
防
災
行
政
無
線
が
一
番

有
効
で
あ
り
、
本
町
の
総
合

計
画
に
よ
る
と
、
平
成
25
年

度
に
調
査
・
設
計
し
、
翌
年

度
に
工
事
を
実
施
と
し
て
い

る
が
、
早
急
な
整
備
が
必
要

と
考
え
る
。

　

こ
の
整
備
計
画
に
つ
い
て

町
長
の
見
解
は
。

防
災
行
政
無
線

は
、
地
震
や
洪

町
長

水
、
原
子
力
等
の
災
害
が
発

山
下

町
長

生
し
た
際
に
住
民
全
員
に
一

斉
に
情
報
提
供
が
で
き
、
ま

た
、
平
成
23
年
２
月
に
消
防

庁
で
整
備
し
た
全
国
瞬
時
警

報
シ
ス
テ
ム
と
連
動
し
、
弾

道
ミ
サ
イ
ル
情
報
、
緊
急
地

域
速
報
な
ど
、
対
処
に
時
間

的
余
裕
の
な
い
事
態
に
関
す

る
情
報
を
瞬
時
に
伝
達
で
き

る
な
ど
、
非
常
に
有
効
で
あ

る
と
考
え
る
。

　

町
と
し
て
は
、
総
合
計
画

に
お
い
て
、
平
成
25
年
度
に

実
施
設
計
、
26
年
度
に
施
工

と
し
て
お
り
、
こ
の
計
画
ど

お
り
、
屋
外
拡
声
子
局
及
び

各
家
庭
へ
の
戸
別
受
信
機
の

設
置
を
考
え
て
い
る
。

新
年
度
か
ら
着

手
す
る
と
の
こ

と
で
あ
る
が
、
町
長
は
、
来

春
で
任
期
満
了
を
迎
え
る
。

首
長
の
仕
事
は
、
誠
に
厳
し

く
、
責
任
の
重
い
役
職
で
あ

る
が
、
町
民
か
ら
三
浦
町
長

の
行
政
手
腕
を
高
く
評
価
す

る
声
が
届
い
て
い
る
。

　

単
刀
直
入
に
聞
く
が
、
町

長
は
平
成
25
年
５
月
12
日
に

任
期
満
了
を
迎
え
る
こ
と
か

ら
、
４
期
目
に
向
か
っ
て
立

候
補
す
る
の
か
。

私
は
平
成
25
年

５
月
12
日
の
３

て
出
馬
を
予
定
し
て
い
る
方

に
と
っ
て
大
切
で
あ
る
と
、

経
験
者
と
し
て
以
前
か
ら
考

え
て
い
た
。
選
挙
が
平
成
25

年
の
４
月
中
旬
か
ら
下
旬
と

想
定
し
て
も
、
こ
れ
か
ら
約

４
か
月
間
あ
る
の
で
、
名
乗

り
を
上
げ
や
す
い
環
境
に
な

る
と
考
え
る
。

　

今
期
を
も
っ
て
引
退
す
る

理
由
は
多
々
あ
る
が
、
本
町

が
安
定
期
に
入
っ
た
こ
と
か

ら
、
誰
が
町
長
に
な
っ
て
も

財
政
的
に
は
問
題
な
い
と
考

え
て
い
る
。

平成24年８月に実施された本町初の地域防災訓練

期
12
年
の
任
期
満
了
を
も
っ

て
、
潔
く
引
退
を
し
、
後
進

に
道
を
譲
り
た
い
。

　

私
は
町
長
を
仰
せ
つ
か
る

と
き
、
選
挙
期
間
が
23
日
間

で
あ
っ
た
た
め
、
１
日
も
早

く
進
退
に
つ
い
て
表
明
す
る

こ
と
が
、
次
に
意
欲
を
も
っ

財
政
の
プ
ロ
と

言
わ
れ
た
男
、

山
下

本
町
の
隅
か
ら
隅
ま
で
を
知

り
尽
く
し
て
い
る
三
浦
町
長

が
次
期
、
立
起
し
な
い
こ
と

は
、
誠
に
残
念
で
あ
る
。
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議員活動Report

　

12
月
20
日
に
全
員
協
議
会

を
開
催
し
、
泊
発
電
所
周
辺

の
安
全
確
認
等
に
関
す
る
新

た
な
協
定
に
つ
い
て
、
説
明

を
受
け
ま
し
た
。

　

同
協
定
に
つ
い
て
は
、
８

月
21
日
開
催
の
全
員
協
議
会

に
お
い
て
、
道
原
子
力
安
全

対
策
担
当
局
か
ら
説
明
を
受

け
て
い
ま
す
。

スクリーニング（北海道原子力防災訓練）

おしえて！ギモン博士！

◇原子核分裂の際の放射線や熱等により

生じた損害、核燃料物質等の放射線や毒

性により生じた損害のことです。

◇事故と損害の間に相当因果関係がある

損害はすべて含まれ、放射線による身体

的損害、物的損害などの直接損害だけで

なく逸失利益等の間接損害も原子力損害

の対象となりますが、相当因果関係の有

無は個別に判断されるため、損害形態に

よっては地域的、時間的な制限がなされ

る場合があります。

原子力損害とは

協
定
に
損
害
賠
償
を
追
加

全員協議会

協
定
及
び
覚
書
を
締
結

　

道
、
後
志
管
内
全
市
町
村
（
泊
村
、
共
和
町
、
岩
内

町
、
神
恵
内
村
を
除
く
）
及
び
北
海
道
電
力
㈱
は
、
泊

発
電
所
周
辺
の
安
全
確
認
等
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
し

た
、
協
定
及
び
覚
書
を
１
月
16
日
に
締
結
し
ま
し
た
。

　

覚
書
に
は
、
連
絡
会
の
設
置
と
平
常
時
及
び
異
常
時

に
お
け
る
連
絡
な
ど
を
定
め
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
10
月
16
日
に
泊

発
電
所
周
辺
市
町
村
協
議
会

（
会
長
＝
宮
谷
内
・
蘭
越
町

長
、
副
会
長
＝
三
浦
町
長
、

山
崎
・
京
極
町
長
）
が
設
置

さ
れ
、
協
定
に
つ
い
て
、
各

首
長
及
び
道
と
協
議
し
て
き

た
結
果
、
12
月
17
日
に
道
か

ら
考
え
方
が
示
さ
れ
た
こ
と

に
よ
り
、
新
た
な
協
定
に
つ

い
て
、
町
か
ら
説
明
を
受
け

た
も
の
で
す
。

　

今
回
、
新
た
に
追
加
さ
れ

た
項
目
は
、
立
入
調
査
の
同

行
（
道
が
泊
発
電
所
の
立
入

調
査
を
行
う
と
き
は
、
町
も

同
行
す
る
こ
と
が
で
き
る
）

及
び
損
害
の
賠
償
（
北
海
道

電
力
㈱
は
、
道
民
に
対
し
、

泊
発
電
所
の
運
転
等
に
よ
り

原
子
力
損
害
を
与
え
た
場
合

は
、
原
子
力
損
害
※
の
賠
償

に
関
す
る
法
律
に
基
づ
き
、

誠
意
を
持
っ
て
補
償
す
る
）

の
２
点
で
す
。

　

ま
た
、
前
回
の
説
明
で
懸

念
さ
れ
て
い
た
風
評
被
害
の

措
置
に
つ
い
て
も
、
協
定
に

明
記
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。

泊
発
電
所
安
全
確
認
協
定
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ま
ち
の
貢
献
者
に
感
謝

町
功
労
賞
・
功
績
賞
表
彰
式

　

平
成
24
年
の
表
彰
式
が
、
11
月
７
日
に
町
民
セ
ン
タ
ー
で

行
わ
れ
、
地
域
の
発
展
に
貢
献
さ
れ
た
お
二
人
が
晴
れ
の
栄

誉
に
輝
き
ま
し
た
。

　

今
年
の
功
労
賞
に
は
、
３
期
12
年
に
わ
た
り
、
議
会
議
員

と
し
て
地
方
自
治
に
貢
献
さ
れ
た
嶋
田　

貢
さ
ん
が
受
賞
さ

れ
、
ま
た
、
功
績
賞
は
43
年
に
わ
た
り
、
仁
木
消
防
団
員
と

し
て
地
域
防
災
活
動
に
貢
献
さ
れ
た
岩
本　

守
さ
ん
が
受
賞

さ
れ
ま
し
た
。

　

嶋
田
元
議
員
は
、
議
会
の
要
職
を
数
々
歴
任
し
、
円
滑
な

議
会
運
営
や
地
域
貢
献
に
大
き
く
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。
先
輩

議
員
の
偉
大
な
る
功
労
に
対
し
、
深
甚
な
る
敬
意
を
表
し
ま

す
。

　

受
賞
さ
れ
ま
し
た
嶋
田
さ
ん
、
岩
本
さ
ん
、
誠
に
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

Assembly topic 

追跡

あれからどうなった？
質問のゆくえ

平成24年度以降に
食糧を備蓄します

　現在、食糧を備蓄していないので、平成
24年度以降に乾パンやクラッカーなどの食
糧を備蓄していく。

答 弁

議会だよりでは、定例会での一般質問
や町民の皆さんからの請願・陳情を掲
載していますが、町政にどう反映され
たのかを追跡調査していきます。

災害用備蓄物資の
見直しが必要！

　女性、乳幼児、高齢者、障がい者等の意
見を取り入れた災害用備蓄物資の見直しが
必要と考えるが、町長の見解は。

（平成23年第4回定例会・一般質問より）

質 問

５月に４２８食分
購入しました！

　平成24年５月に非常食セット（マジックラ
イス、クラッカーなど）を購入（428食分）
し、備蓄しました。
　また、８月には、乾パン、クラッカーを追
加購入（780食分）し、地域避難訓練及び北
海道原子力防災訓練時に活用しました。

現 在

↓
↓

あれから…こうなりました

（左から）三浦町長、岩本さん、嶋田さんご夫妻、水田議長
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町民インタビュー

人まちの

〈
上
村
智
恵
子
〉

編
集

　
後
記

　
厳
し
い
寒
さ
が
続
く
北
海

道
で
す
が
、
東
京
都
心
で
は

成
人
の
日
に
７
年
ぶ
り
の
大

雪
が
降
り
、
成
人
式
に
向
か
う
新
成
人
の
方
々
は

大
変
だ
っ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　
さ
て
、
本
町
の
成
人
式
は
、
１
月
13
日
に
行
わ

れ
、
渡
邉
選
挙
管
理
委
員
長
か
ら
「
今
年
は
町
長

選
挙
と
参
議
院
議
員
選
挙
が
あ
る
の
で
、
棄
権
せ

ず
に
ぜ
ひ
投
票
へ
」
と
の
言
葉
が
あ
り
ま
し
た
。

昨
年
12
月
の
衆
議
院
議
員
選
挙
の
投
票
率
は
、
戦

後
最
低
水
準
と
な
り
、
国
民
の
政
治
不
信
は
頂
点

に
達
し
た
と
言
え
ま
す
。

　
私
た
ち
も
町
民
の
皆
さ
ん
に
議
会
を
身
近
に
感

じ
て
い
た
だ
き
た
く
、
議
会
改
革
特
別
委
員
会
で

種
々
議
論
し
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
関
心
が
議
員

を
育
て
ま
す
の
で
、
た
く
さ
ん
の
ご
意
見
を
お
寄

せ
く
だ
さ
い
。

次の議会は

ぜひ傍聴に来てください

（３月上旬を予定）
３月定例会

◆
編
集
・
発
行
責
任
者

議
　
長

　
水
田
　
　
正

◆
議
会
広
報
編
集
特
別
委
員
会

委
員
長

　
住
吉
　
英
子

副
委
員
長

　
嶋
田
　
　
茂

委
　
員

　
大
野
　
雅
義

委
　
員

　
上
村
智
恵
子

（
取
材　

嶋
田　

茂
・
大
野
雅
義
）

　

平
成
25
年
成
人
式

は
、
穏
や
か
な
天
候

の
中
、
１
月
13
日
に

町
民
セ
ン
タ
ー
で
開

催
さ
れ
、
26
人
の
新

成
人
が
誕
生
し
ま
し

た
。

　

新
成
人
に
「
将
来

の
仁
木
町
に
望
む
こ

と
」
を
聞
い
た
と
こ

ろ
、
「
仁
木
は
自
然
豊
か
な
美
し
い
町
な
の
で
、
大
き
な
建
物
を

　
　
　
　
　
　

あ
ま
り
建
て
て
欲
し
く
な
い
」
と
の
答
え
に
、
改

　
　
　
　
　
　

め
て
本
町
の
自
然
の
大
切
さ
を
考
え
さ
せ
ら
れ
ま

　
　
　
　
　
　

し
た
。

　
　
　
　
　
　
　

ま
た
、
将
来
の
夢
を
聞
い
た
と
こ
ろ
、
「
現
在

　
　
　
　
　
　

は
学
生
な
の
で
、
卒
業
後
は
公
務
員
か
、
研
究
開

　
　
　
　
　
　

発
関
係
の
職
に
就
き
た
い
」
「
専
門
学
校
で
勉
強

　
　
　
　
　
　

し
て
、
将
来
は
保
育
士
に
な
り
た
い
」
「
も
っ
と

　
　
　
　
　
　

仁
木
を
盛
り
上
げ
て
い
き
た
い
」
な
ど
、
夢
に
向

　
　
　
　
　
　

か
っ
て
邁
進
す
る
若
者
の
前
途
が
明
る
い
も
の
で

　
　
　
　
　
　

あ
る
よ
う
願
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　

今
後
の
日
本
を
背
負
っ
て
い
く
若
者
た
ち
に
、

　
　
　
　
　
　

大
い
に
期
待
し
た
い
も
の
で
す
。

成人おめでとう！

子
育
て
は
家
族
み
ん
な
で
！

笑
顔
に
つ
な
が
る
助
け
合
い

小
野
さ
ん
フ
ァ
ミ
リ
ー
（
東
町
15
）

「
サ
ク
ラ
ン
ボ
や
プ
ル
ー
ン
、
ぶ

ど
う
な
ど
、
果
樹
を
中
心
に
栽
培

し
て
い
ま
す
。
仁
木
は
果
樹
の
町

な
の
で
、
果
樹
産
業
に
対
す
る
補

助
を
更
に
充
実
し
て
も
ら
え
る
と

助
か
り
ま
す
。
ま
た
、
離
農
者
が

増
え
て
い
る
の
で
、
耕
作
放
棄
地

の
対
策
を
お
願
い
し
た
い
で
す
」

「
保
健
師
さ
ん
も
親
切
で
、
子
育

て
し
や
す
い
で
す
。
あ
と
、
牛
乳

券
は
本
当
に
あ
り
が
た
い
で
す
」

東
町
在
住
の
小
野
義
春
さ
ん
は

三
世
代
家
族
！

３
人
の
お
孫
さ
ん
が
い
る
笑
顔

が
素
敵
な
大
家
族
で
す
。

表
紙
の
写
真
は
、
寒
さ
に
負
け

ず
雪
遊
び
を
し
て
い
た
お
孫
さ

ん
で
す
。

　

３
人
の
マ
マ
・
友
規
子
さ
ん
は

仁
木
の
子
育
て
環
境
に
つ
い
て
、

ど
う
思
い
ま
す
か
。

　

農
作
物
は
何
を
栽
培
し
て
い
る

ん
で
す
か
。

「
山
手
な
の
で
、
道
路
の
除
雪
が

大
変
で
す
。
孫
の
通
学
環
境
が
今

か
ら
心
配
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、

議
会
傍
聴
に
は
、
時
間
が
合
わ
ず

な
か
な
か
行
く
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
ね
」

　

町
や
議
会
に
対
し
て
望
む
こ
と

は
あ
り
ま
す
か
。

　

義
春
さ
ん
の
奥
様
・
峰
子
さ
ん

が
言
っ
て
い
た
『
子
育
て
は
家
族

み
ん
な
で
』
と
い
う
言
葉
。

　

み
ん
な
で
子
育
て
す
る
こ
と
の

大
切
さ
。
核
家
族
が
増
え
て
い
ま

す
が
、
家
族
だ
け
で
な
く
、
昔
の

よ
う
に
地
域
も
協
力
し
て
子
育
て

し
な
け
れ
ば
と
感
じ
ま
し
た
。

（
取
材
・
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー　

大
野
雅
義
）

　
議
員
は
、
選
挙
区
内
の
方
に
お

金
や
物
を
贈
る
こ
と
は
、
法
律
で

禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
有
権
者
が
求
め
て
も
い

け
ま
せ
ん
。

　
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

寄
附
行
為
の
禁
止

平
成
25
年
・
新
成
人

（
後
列
左
か
ら
）

金
家
　
和
広
さ
ん

　

木
内
　
夏
海
さ
ん

佐
藤
　
絵
莉
さ
ん

　

鹿
内
　
茉
実
さ
ん

新
藤  

愛
美
さ
ん

（
前
列
左
か
ら
）


